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研究成果の概要（和文）：　当事者研究の実践者(精神障害者)へのインタビュー調査から、精神障害者は当事者
研究を行うことで自己観察と自己変革の循環を繰り返しながら、当事者自身が抱える課題に対処する能力を高め
ていることが明らかになった。
 この研究を踏まえ平成26年～平成27年度にかけて対象学生(23人)に当事者研究を取り入れた演習プログラムを
実施し、授業の前後と実習後に学生が書いたセルフレポートを比較分析した。結果、学生は当事者研究を行うこ
とで自分と環境（利用者を含）の間で何が起こっているのかに気づき、自分自身の理解を深めていることが分か
った。以上から当時者研究が学生の自己理解を促す方法として有効であることが推測された。

研究成果の概要（英文）：An interview survey on mentally disable people who were practicing Tojishya 
Kenkyu was conducted.  It revealed that those mentally disable people were gaining the ability to 
cope with the problems through repeated practice (circulation) of self-observation and 
self-transformation. Based on this research, we conducted a practicum program incorporating with 
Tojishya Kenkyu for target students (23 people) from FY2004 to FY2007, and compared self-reports 
written by the students before and after the practicum classes and their filed instruction practice.
  As a result, by doing Tojishya Kenkyu, the students realized what was going on among themselves, 
and deepened the understanding of the relationship between the environment they lived in and 
themselves (including the clients ). From this research, it was speculated that Tojishya Kenkyu was 
effective as a method to encourage students' self - understanding.

研究分野： 精神保健福祉
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１． 研究開始当初の背景 
(1) ソ ー シ ャ ル ワ ー ク に お い て

“self-awareness”（自己覚知）は 1930 年代

に注目され、1950 年代以降様々な研究論文

に取り上げられている（Perlman、 1957、

Biestek、 1957）。日本ではケースワーク理

論の紹介、導入がなされた頃から、利用者の

問題解決援助とワーカーの専門的成長に欠

かせないものとして重要視されてきた。川村

（2003）は自己覚知すべき内容として、援助

者自身の心理、行動の特異性、価値観、感情

などをあげている。確かに自己覚知をするこ

とで利用者が抱える問題に対して援助者側

が感情的な反応を示すのを防ぐことができ

る（逆転移防止）。しかしソーシャルワーク

が利用者の問題に焦点を当て、問題解決を指

向していたものから、利用者の能力や目標に

焦点を当てた未来志向型に変わりつつある

現在、ソーシャルワーカーに求められる自己

理解とは、単に自分の偏見や価値観等を知る

ことだけではない。自分自身を媒体として利

用者を援助するソーシャルワーカーは、利用

者の能力や目標に焦点を当てた支援を行う

ため、自分と環境（利用者を含む）との関係

性を客観的に理解し、その関係性（自分と利

用者の相互作用等）を分析できる力（自己観

察）が必要である。しかし、単に自分自身に

ついて考えれば自分が理解できるわけでは

ない。そこで、何をどのように考えれば、自

分自身について真に理解できるのかの方法

論が必要であると考えた。 

 

(2)当事者研究とは、統合失調症などを持ち

ながら地域で暮らす当事者の生活経験から

生まれた自助（自分を助け、励まし、活かす）

プログラムであり、出来事や苦労のおきるパ

ターンやしくみ、抱える苦労や困難の背後に

ある意味や可能性を見出すことを重視して

いる（向谷地 2011）。当事者研究を学生が行

うことで、学生自身に現在起きている事象

（人と上手く関係が築けない、人に対して No

と言えないなど）に焦点をあて、そのパター

ンやしくみ（環境との関係性）を吟味し、出

来事に対しての自分の態度やとらえ方等を

知ることができる。当事者研究を用いること

によって、学生が自己観察（自己理解）の方

法を身につけ、その力を促進することができ

るのではないかと考えた。  

 

２． 研究の目的 

ソーシャルワーカーと利用者との専門的援

助関係の形成において必要な自己理解とは、

従来重要視されてきた自己覚知ではなく、自

分と自分を取り巻く環境との関係性につい

て目を向ける自己観察（自己理解）である。

本研究の目的は、自己観察（自己理解）の方

法としての当事者研究の有効性について検

証し、新たな演習プログラムを開発すること

である。 

 
３．研究の方法 
上記の目的を達成するために、２つの調査

研究を行った。 

(1)自己観察（自己理解）の方法として当事者

研究が有効であるかの検討をするため、当事

者研究を行っている経験者（精神障害者）9

人に対して、「当事者研究による自己変化に

ついて」のフォーカスグループインタビュー

を行い、質的・記述的に分析した。 

 

(2) 平成 26 年度～平成 27 年度にかけて対

象学生（精神保健福祉コース 23 名）に当

事者研究を取り入れた演習プログラムを実

施した。学生は段階的に当事者研究につい

て学び、最終的には６～７名のグループに

分かれ、学生自身の当事者研究を行った。

各グループには教員と当事者研究の経験者

がファシリテーターとして参加した。演習

プログラムの実施前後（平成 26 年 5 月、

平成 27 年 1 月）と精神保健福祉援助実習



終了後（平成 27 年 7 月）計 3 回、学生に

書かせたセルフレポート「ソーシャルワー

カーになるということ」をテキストマイニ

ングソフトウエアによって分析した。分析

用ソフトは KH Cord Ver.2.00f を使用した。 
 
４．研究成果 

(1) インタビュー結果を分析することによ

り、当事者研究を行うことによる自己変化の

カテゴリーとして「仲間との出会い」「自分

への気づき」「経験の有意味性」「つながり（自

分と他者）の回復」「生きやすくなる」「自分

を助ける方法」の６つが明らかとなり、6 つ

のカテゴリーのダイナミズムとして、２つの

循環「経験の有意味性の循環」「生きやすさ

の循環」があることが分かった。 

「経験の有意味性の循環」は、当事者研究

を始めることで仲間から言葉と力をもらい、

自分の言葉を取り戻すことで（「仲間との出

会い」）「自分への気づき」が起こり、そこか

ら自分の経験することには全て意味がある

（「経験の有意味性」）と理解し、「自分を助

ける方法」として当事者研究が定着するとい

う循環であった。また、「生きやすさの循環」

は「仲間との出会い」から始まり、他者や自

分との「つながりの回復」が生じ、現実は変

わらないが、一緒に笑ったり気持ちが暖かく

なるなど、「生きやすくなる」ので、「自分を

助ける方法」として当事者研究が定着すると

いう循環であった（図１）。 

 

図 1 自己変革の関係図 

向谷地は体験的に、当事者研究を行うこと

で当事者は、自己観察と自己変革が起こりや

すい内的・外的環境を整えることができると

考えていた。今回のフォーカスグループイン

タビューで明らかになった「経験の有意味性

の循環」と「生きやすさの循環」は、まさに

向谷地が考えていた自己観察と自己変革の

循環を表していると言える。つまり今回の調

査から、当事者は当事者研究を行うことで、

自己観察と自己変革の循環を繰り返しなが

ら、当事者自身が抱える課題に対処する能力

を高めていることが明らかとなった。 

一方、支援者が目の前の当事者を支援しよ

うと関わる時、支援者は当事者にとって重要

な外的環境の一部となる。支援が当事者と支

援者の協働関係を通して行われるものであ

る以上、当事者だけでなく、支援者が自身の

内的・外的環境を理解し分析する力、自己観

察力を身につけ、当事者の課題に対応できる

よう自己変革していくことが重要であると

考えられる（図２）。 

 

図２ 支援者と当事者の相互関係 

今回の調査で明らかとなった、当事者に起

こっていた自己観察と自己変革の循環は、支

援者側にも求められるものであり、学生がそ

れらをソーシャルワーク実習教育において

実践的に学ぶ方法として、当事者研究が有効

であると推測された。 

 

 (2) 演習プログラムの実施前後（平成 26

年 5 月、平成 27 年 1 月）と精神保健福祉

援助実習終了後（平成 27 年 7 月）計 3 回

のセルフレポートの記述内容をすべてテキ

ストにした結果、総抽出語数 72,325 語、

異なり語数 3,227 語が抽出された。各時期

の傾向を探るため、①3 回それぞれの時期



について、10 回以上の頻出語を用いて共起

ネットワークを作成し、②20 回以上出現す

る頻出語を用いて 3 つの時期を外部変数と

し対応分析を行った。 

①1回目の当事者研究を行う前（2014年5月）

には媒介中心性が高い語として「不安」「感

じる」「問題」「ソーシャルワーカー」が検出

された。2回目の当事者研究を行った後（2015

年 1 月）は媒介中心性が高い語として「感じ

る」「自分」「考える」「実習」が検出された。

そして 3 回目実習終了後（2015 年 7 月）に

は同じく「感じる」「自分」「今」「思う」が

媒介中心性の高い語として検出された。この

うち 1回目に媒介中新世が高い語として検出

された、「不安」に着目し、学生が「不安」

と言う語をどのように用いているかテキス

トに戻って確認したところ、学生はソーシャ

ルワーカーになることへの漠然とした不安、

精神保健福祉を学んで行くことへの不安を

抱えていることが分かった。さらに当事者研

究後、実習終了後に媒介中心性の高い言葉と

して検出された「自分」に着目して、関連が

強い語をリストアップし、それぞれの時期で

の共起ネットワークを作成した。1 回目には

「考える」「問題」「不安」が、共起関係が強

い語として検出されたのに対し、2 回目は「気

持ち」「必要」「理解」が、3 回目には「気持

ち」「知る」「理解」の共起の程度が強い。つ

まり当事者研究を始める前の学生は、ソーシ

ャルワーカーになることや精神保健福祉を

学ぶことへの不安を語っていたが、当事者研

究を学び体験することで、自分自身の気持ち

に気づき、その意味を理解することの必要性

を学んだのではないか。そして実習で様々な

体験をする中で、それを実感することができ

たと推測できる。 

②寄与率の高い成分１の位置関係に注目す

ると 2 回目（当事者研究を行った後）と 3 回

目（実習後）が近く、1 回目（当事者研究を

行う前）が離れた場所になっている。また、

対応分析では「距離」「場面」「苦労」が実習

後の時期を特徴づける言葉としてプロット

された（図３）。 

 

図３ 対応分析 

このうち「苦労」の出現回数を見たところ、

1 回目は 1 回しかなかったが、2 回は 7 回、3

回目は 24 回となっていた。さらに学生がど

のように「苦労」という言葉を用いているの

かテキストに戻って確認した。学生は利用者

の「苦労」についても語ると同時に、自分自

身の「苦労」について着目していることが分

かった。べてるのスローガンに「苦労を取り

戻す」という言葉があるように、当事者研究

では 「苦労＝宝」と捉え、「苦労」は当事者

研究用語の一つである。ここで言う「苦労」

は単なる「悩み」「問題」とは違い、「可能性」

「価値」を含んだ言葉である。学生は当事者

研究を学ぶ中でこの「苦労」という言葉に出

会い、利用者の「苦労」だけではなく、自分

自身の「苦労」についても語るようになった。

これはまさしく、学生が当事者研究を体験す

ることで起こってきた変化だと考えられる。 

これらの結果から、学生は当事者研究を

用いた演習プログラムを受講することで、

自分自身について知ることの大切さを理解

し、実習を通して自分の「苦労」と向き合

い「自分」を見つめることができるように

なったのではないかと考えられる。 

これらの研究結果より、ソーシャルワーク

演習プログラムに当事者研究を用いること

によって、学生は自己観察（自己理解）の方

法を身につけ、その力をさらに深めることが

できるようになると考えられる。 



当事者研究を行うことで、具体的に学生

にどのような変化が起こっているのか。現

在それを明らかにするため、当事者研究を

行った学生 2 名に焦点を当て研究を行って

いる。 
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